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＜連絡事項＞
特記無し。

＜入室情報＞
【入院】
・松長　二郎様～東病棟Cユニット4号室に医療保護入院となる。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。開放中他室侵入、私物弄り続け自制できず早めに開放観察終了。自室内では断続的に壁叩きあるが、外傷なく危険行為なく過ごしている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。10:50疼痛時ロキソプロフェンＮａ60㎎ 1T、11：20不穏時レボトミン5㎎　6T＋トリヘキシフェニジル2㎎ 1T希望にて服用。以後は不穏さなく妄想に左右された言動なく静穏に過ごしている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・滝澤　幸輝様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。開放中全裸のままホール内を歩き回り、スタッフ介入するも制止できず早めに開放観察終了。自室内では断続的に奇声、壁叩きあるが不潔行為はなく経過。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・磯嶋　茜様～身体拘束中。表情硬いが不穏さなく妄想言動なし。拘束部位の循環障害なく、皮膚トラブルなく静穏に過ごしている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。対面時にやつきあり、時折声高になるが不穏さなはなく、感情失禁なし。拘束部位の循環障害なく皮膚トラブルなく経過。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜村上Dr診察情報＞
・近藤　陽子様～食事量が連日数口程度の事を報告。
入院時にDNARの意向は確認しているが現在の状態、
・食事量が低下していること
・徐々に体力が低下していくこと（老衰）
をご家族様へ連絡するよう指示受ける。
また南病棟への転出は不可。引き続き東病棟で経過観察するよう指示受ける。

・夏堀　好郎様～南病棟に転出許可あり。

＜小栁Dr診察情報＞
・関川　トセ様～本日分で点滴・抗生剤は終了の指示あり。また、主治医から長男様に架電し状態報告をしている。

・藪　真弓様～本人の希望により次回のデポ剤から臀部に注射するように指示あり。次回のデポ剤については処方済み。

・関口　莉那様～補中益気湯、フルニトラゼパムは飲み切り終了、本日から抑肝散、4/15からクービビックが開始となる。

・長根　瞳様～上肢の拘束は解除となる。

その他の患者様の指示・処方に変更なし。

＜入院患者様情報＞
日　　時：令和8年4月13日　15:29
　氏　　名：松長 二郎様（まつなが　じろう ）様
　生年月日：昭和年月日（歳）
　病　　名：双極性感情障害
　合 併 症：高次脳機能障害
[bookmark: _GoBack]　性　　別：男性
　主 治 医：村上Dr　サポート医：小栁Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット4号室

　＜経過＞　　
　　躁うつ症状により八戸市立市民病院〔精神神経科〕へ複数回の入院歴あり。
　平成26年12月より、自信喪失・易疲労感・気力減退が顕著となり、同年17日
　車内で練炭自殺を図る。同日、八戸市立市民病院へ救急搬送され入院。
　一酸化炭素中毒にて高次脳機能障害と診断されていた。平成27年10月30日
　同院を退院。退院後は同院への通院を継続していた。同院主治医退職に伴い、
　平成30年4月17日当院初診。  現在も定期的な外来通院を継続中。一酸化炭素
　中毒による高次脳機能障害で、物品の収集や奇異行動がみられています。
　目的もなく電化製品や水道の蛇口を分解したりするなどの行動も見られていま
　す。現在、介護保険が要介護１で出ており、ケアマネも付き、デイサービスの
　見学を予定していたとのこと。今回、収集や奇異行動と介入に対する易怒性が
　あり、症状には波があるものの、妻様より、本人様の対応に対し疲弊しており、
　レスパイトと薬剤調整目的にて令和8年4月13日東病棟へ医療保護入院となる。

